
平成平成平成平成１７１７１７１７年度上期年度上期年度上期年度上期    小樽市観光入込客数小樽市観光入込客数小樽市観光入込客数小樽市観光入込客数のののの概要概要概要概要    

 

 

 

（単位：千人） 

    区区区区            分分分分    平成平成平成平成１６１６１６１６年度年度年度年度    平成平成平成平成１７１７１７１７年度年度年度年度    前年度対比前年度対比前年度対比前年度対比    

 観光入込客数観光入込客数観光入込客数観光入込客数    4,282.5 4,314.2 31.7    0.7％  

（（（（海水浴客海水浴客海水浴客海水浴客をををを除除除除くくくく））））    4,024.5 3,963.0 ▲ 61.5  ▲1.5％ 

道外客数道外客数道外客数道外客数    1,429.9 1,428.6 ▲  1.3  ▲0.1％  

道内客数道内客数道内客数道内客数    2,852.6 2,885.6  33.0    1.2％  

日帰日帰日帰日帰りりりり客数客数客数客数    3,861.3 3,896.9 35.6    0.9％  

宿泊客数宿泊客数宿泊客数宿泊客数    421.2 417.3 ▲  3.9  ▲0.9％  

 

宿泊客延数宿泊客延数宿泊客延数宿泊客延数     448.2 446.4 ▲  1.8  ▲0.4％  
 

（単位：人） 

修旅宿泊客数修旅宿泊客数修旅宿泊客数修旅宿泊客数    
248 校 

20,744 

228 校 

18,155 

▲   20  ▲ 8.1％ 

▲2,589  ▲12.5％ 

外国人外国人外国人外国人宿泊客数宿泊客数宿泊客数宿泊客数    13,262 15,011  1,749    13.2％ 

外国人宿泊客延数外国人宿泊客延数外国人宿泊客延数外国人宿泊客延数    14,761 16,157  1,396     9.5％ 

 

 

 

■  道外客については、国内的には、愛知万博に客足が向いたことや沖縄人気

の継続が見られたものの、堅調に推移し、ほぼ前年並みの結果となった。 

 

 

■  道内客と日帰り客については、旭山動物園人気が続く中、海水浴客の増加

や新たな観光施設の集客効果などにより、前年を若干上回る結果となった。 

 

 

■  宿泊客については、修学旅行生の減少が見られたものの、台湾を中心とし

た外国人宿泊客数が増加し、ほぼ前年並みの結果となった。 

 



 


